
・島 根 沖 冷 水：先月に比べて張り出しが弱まり、離岸傾向が認められます。 

・沖合の対馬暖流：主流は島根沖から隠岐諸島北方を通り、東方に流れています        

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ（鳥取県水産試験場で検索してください）

に詳しく掲載しています、ぜひご利用ください。  

掲載期間 H29.6月中旬 
       ～H29.7月中旬 

第190号 平成29年6月版 

６月中旬 20.7℃ 発行 鳥取県水産試験場 （電話：0859-45-4500） 

平成２９年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

平年より0.8℃高め 

（電話：0858-34-3321） 

鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 
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いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 

                                     電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  

  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

代表取締役 岩田 祐二   

〒684-0006  鳥取県境港市栄町65番地 
TEL 0859-44-7171（代）  FAX 0859-42-6530  

県西部の伝統加工品 
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水産試験場 

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

鳥取沿岸の水温 

★水産課からのお知らせ★  

水深 
５０ｍ 

水深 

１００ｍ 

水深 

２００ｍ 

表面 

試験船による海洋観測結果（6月上旬） 

 鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は１８～１９℃で先月
より２℃上昇し、平年並の値となっています。 

 鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は、１６～１７℃を示
し、沿岸部は平年より１℃高い値を示しています。 

隠岐諸島周辺海域は１５℃前後を示し先月より１～２℃ 
上昇しました。隠岐諸島北西の北緯３７ °付近に冷水
域 （７～１０℃）があります。 

 鳥取県沖の３７°４０′付近に発達した暖水域 
（４～１０℃）が認められます。 
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試験船第一鳥取丸によるイカ漁場探索調査の結果 

 6月19日、20日に本県沖でスルメイカとケンサキイカ（白いか）の漁場探索調
査を行いました。 
 19日は御来屋沖（北緯35°35′43″、東経133°29′97″）で一晩（20
時～翌4時）にケンサキイカ（白いか）が機械釣りで81尾、手釣りでは227尾の漁
獲がありました。 
 20日は鳥取県沖（北緯35°48′、東経134°04′）で一晩（19時～翌3時）
にスルメイカがバラサイズ主体に3箱程度の漁獲がありました。 
 鳥取県と島根県の沿岸部でケンサキイカの漁獲が本格化しており、本試験操
業の結果でも、鳥取県西部でケンサキイカの漁場が確認されました。今年の5月、
6月は島根県側で平年を上回る好漁となっていることから、今後のケンサキイカ
は平年並みの漁獲が期待できると思います。 
 今回釣獲したイカは回遊経路を調査する目的で標識を付けて放流しています。
もし標識タグが付いたイカを発見された場合は水産試験場までご連絡ください。 

 イカの標識ダグ 
※耳の部分に装着 

1.5cm 
 6月19日操業 

ケンサキイカ 

6月20日操業 

スルメイカ 

【釣獲試験結果】
調査日 6月19日 6月20日
緯度経度 35°35′,133°29′ 35°48′、134°4′
水深 49m 272m
対象種 ケンサキイカ(白いか) スルメイカ
漁獲尾数 機械釣り(81杯), 手釣り(227杯) 機械釣り139杯
サイズ 外套長11～40cm 外套長11～24cm (主体はバラ箱サイズ)
標識放流尾数 0杯 89杯

その他情報
・イワシ来遊あり
・周囲には漁船、遊漁船が多数

・小魚、イワシ等が表層を回遊
・調査途中に風速15m/sの風

１㎝ 

【沖合漁業】  

平成２９年度漁船安全講習会が開催されます！ 
●沖合漁業者の皆様はご参加をお願いします。 

●講習会は１０時から１２時を予定。 

☎ 水産課 漁業調整担当 ０８５７－２８－７３３９ 

地区名（対象地区） 場所 講習 日時 

鳥取地区 

（田後・網代・賀露） 

県漁協網代港支所 
サバイバル
トレーニング 

7月21日（金） 

田後漁協 
漁業労働環
境改善講習 

7月31日（月） 

境港地区 

（境港） 

 座学 漁村環境改善総合センター 
 実技 県漁協境港支所前岸壁 

サバイバル
トレーニング 

8月8日（火） 

 座学 流通会館 
 実技 境市場7号岸壁、港内 

漁業労働環
境改善講習 

8月24日（木） 

  試験は、泊で実施します。漁業者の方々に従

来型に加え、小型プレート3種の計4種のプレー

トを設置してもらい、設置のしやすさ、基質の強

度や重さなどを比較してもらう予定です。 

  漁業者の方々のご意見も取り入れながら、より

良い基質を開発していきたいと思います。 

関係者の皆様、ご協力お願いします！ 

藻場造成に用いる基質の比較試験を行います！ 

 栽培漁業センターでは、安価な

材料で大量かつ簡単に設置できる

基質を用いた藻場造成技術の開

発に取り組んでいます。 

 従来型の大型プレートに加え、形

や材質の異なる小型のプレートを3

種類 （スレート型、タイル型、ドーナ

ツ型） 使って試験をしています。 

従来型 （大型） 

試験に用いる基質 

スレート型 （小型） 

ドーナツ型 （小型） タイル型 （小型） 

育てたクロメが
付いたタイル型
の基質 

海中への設置
には水中ボン
ドを使います。 

クロメの赤ちゃんが付
いた基質を海中に沈
め、ある程度育ててか
ら藻場造成に使って
います。 

栽培漁業センター 

６月上旬の水塊配置と対馬暖流 


